
最も増悪リスクの少ない
NSAIDsとは

アスピリンや
NSAIDsに対する
急性過敏症状のまとめ

POINT 3POINT 2POINT 1

17:06
N
S
A
I
D
S
に
よ
る
副
作
用
は
数
日
以
上
使
用
し
て
発
現
す
る
薬

疹
を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。ま
た
1
回
だ
け
の
使
用
で
も
急

速
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
呈
す
る「
N
S
A
I
D
S
過
敏
症
」が
発
現

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

N
S
A
I
D
Ｓ
過
敏
症
の
中
で
も「
N
S
A
I
D
S
不
耐
症
」 

は
呼
吸

困
難
を
引
き
起
こ
し
、 致
命
的
な
大
発
作
へ
と
至
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、 適
切
な
対
処
法
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
肝
要
に
な
り
ま
す
。

適
正
な
問
診
を
行
う
こ
と
で
、約
半
数
の
患
者
に
対
し
て
は
投
与
前

に
副
作
用
の
未
然
防
止
が
可
能
で
す
。し
か
し
本
人
も
認
識
し
て
い

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、喘
息
患
者
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
患
者
に
対
し

て
は
発
作
誘
発
率
の
低
い
N
S
A
I
D
Ｓ
を
選
択
す
る
事
が
大
切
で

す
。

谷
口
先
生
に
臨
床
現
場
で
問
題
に
な
り
や
す
い
N
S
A
I
D
S
不
耐

症
の
病
態
、喘
息
患
者
・
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
に
お
け
る
安
全
な

N
S
A
I
D
S
の
処
方
方
針
を
中
心
に
詳
し
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。

喘息

谷口 正実 先生

湘南鎌倉総合病院 
免疫・アレルギーセンター 
センター長

●専門分野
アレルギー内科、呼吸器科内科 
特に難治性喘息、アスピリン喘
息、真菌喘息、EGPA（アレル
ギー性肉芽腫性血管炎）、好酸
球性肺炎、アレルゲン免疫療
法、重症花粉症、薬剤アレル
ギーなど、成人アレルギー疾患
全般

喘
息・ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
に
お
け
る

N
S
A
I
Ds
の
安
全
な
対
処
法

喘息患者のNSAIDs
過敏歴の

問診のポイント

●所属学会
アレルギー学会、呼吸器学会、
アレルギー学会、呼吸器学会、 
国際喘息学会北アジア部会 副
幹事長、欧州アレルギー臨床免
疫学会・世界アレルギー機構に
おけるNSAIDs不耐症のタス
クフォースメンバー 他多数

喘
息
患
者
に
安
全
に
使
用
可
能
な

N
S
A
I
Ds
と
は

 インフルエンザと
新型コロナウイルス感染症

の相違点
インフルエンザの重症化と

死亡のリスク因子

POINT 1 POINT 2 POINT 3

22:41
こ
こ
数
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出
報
告
数
は
極
め
て

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
集
団
免
疫
の
低
下
が
考
え
ら
れ
、更
に
、政

府
に
よ
る
全
国
旅
行
支
援
施
策
等
に
よ
る
人
流
の
再
活
性
化
の
背
景

も
あ
り
、今
後
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
再
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
同
時
感
染
に
よ
る

「
フ
ル
ロ
ナ
」、急
性
脳
症
や
二
次
性
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
と
い
っ
た

重
症
化
の
リ
ス
ク
を
秘
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
い
る
中
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
流
行
し
た
場
合
、感
染
症
に
応
じ
た
診
察
、治
療
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。日
本
感
染
症
学
会
か
ら
の
提
言「
今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
備
え
て 

治
療
編
」が
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
鑑
別
に
応
じ
た
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
活
用
と
い
っ
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
感
染
症

拡
大
へ
の
備
え
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
田
先
生
に「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
診
療
と
治
療
方
針
」

を
テ
ー
マ
に
詳
し
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
本
動
画
は
、2
0
2
2
年
5
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
内
容
と
な
り

ま
す
。

インフル
エンザ

石田 直 先生
倉敷中央病院 副院長
・呼吸器内科主任部長

●専門分野
内科学，呼吸器内科学，感染症
学

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
診
療
の
現
況

本邦で使用可能な
抗インフルエンザ薬の
有効性と安全性

●所属学会
日本内科学会（認定内科医、総
合内科専門医、指導医）、日本
呼吸器学会（専門医、指導医、
代議員）、日本感染症学会（専
門医、指導医、評議員）、日本ア
レルギー学会（専門医）、日本呼
吸器内視鏡学会（専門医，指導
医）、日本化学療法学会（抗菌
薬臨床試験指導者、抗菌薬指
導医）、日本マイコプラズマ学
会（ 理 事 ）、A m e r i c a n  
C o l l e g e  o f  C h e s t  
Physician（Fellow）他多数

フ
ル
ロ
ナ
に
よ
る

重
症
化
リ
ス
ク
の
拡
大
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「イベントカレンダー」
ClicK!!日付で検索

診療領域で検索

フリーワード検索

新機能新機能

イベントカレンダーページイベントカレンダーページ
ができました！

各企業のWEB講演会が検索できる

▲イベントカレンダーはこちら▲

心
房
細
動

超高齢の心房細動患者が
みられたら

日々の診療で、ちょっと「気になる」患者さんがいらしたり、今後の対応に少し悩まれた
りすることはありませんか？この動画では、87歳で初めて心房細動と診断され、超高
齢ながらも抗凝固療法が開始された心房細動患者さんという具体的な症例から、心
臓血管研究所の山下武志先生の解説のもとで日常診療の中で注意すべき点を解説い
ただいておりますので、是非ご視聴ください。

抗凝固療法を“中止”した場合の「脳梗塞リスク」をイメージ
超高齢心房細動患者の「栄養状態」から、出血リスクを評価
日本の高齢患者さんに対しエビデンスをもつ抗凝固薬の選択

POINT 1

POINT 2

POINT 3

山下 武志　　先生
心臓血管研究所

所長

提供：第一三共株式会社

10:32

医師会員限定動画

画
１

動
目
注

増え続ける肺NTM症とは
～疫学・診断・自然経過～
肺NTM症の罹患率および死亡数の推移
肺NTM症に罹患しやすい患者像とは
治療反応に影響するポイントとは

POINT 1

POINT 2

POINT 3

●専門分野
非結核性抗酸菌症、気管支拡張症、線毛機能不全症候群

森本 耕三 先生

複十字病院 
呼吸器センター 医長

２
画
動
目
注

Part1
8:42
Part2
7:51

肺非結核菌抗酸菌症(肺NTM症)は2014年
に初めて結核の罹患率を超え、2022年時点
では結核の3倍を超えていると推測されて
います。
近年の研究データから見る罹患しやすい方
の特徴や、肺NTM症の大多数を占める肺
MAC症の自然経過と治療導入すべき症例の
判断について、詳細に解説されています。

肺
N
T
M
症
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